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【
訓
読
文
】

こ

こ

や

ま

と

い

ま

き

さ

き

た

ち

み

こ

た

ち

も

ろ

も

ろ

く

だ

い

た

み

さ

さ

ぎ

つ

く

す

な

は

そ

こ

f

是
に
、
倭
に
坐
す
后
等
と
御
子
等
と
、
諸
下
り
到
り
て
、
御
陵
を
作
り
て
、
即
ち
其
地
の
な
づ
き
田

は

も

と

ほ

な

う

た

よ

み

．

し

い

に
葡
匈
ひ
廻
り
て
、
哭
き
て
歌
為
て
日
は
く
、

な
づ
き
の
田
の
稲
幹
に

い

な

が

ら

は

も

と

ほ

と

こ

ろ

づ

ら

稲

幹

に

這

ひ

廻

ろ

ふ

野

老

蔓

ゃ

f

ご

ろ

し

ろ

と

り

な

あ

め

か

け

は

ま

む

と

ゆ

し

か

是
に
、
八
尋
白
ち
鳥
に
化
り
て
、
天
に
翔
り
て
浜
に
向
き
て
飛
び
行
き
き
°
智
の
字
は
音
を
以
ゐ
る
C

年
し
て
、

し

の

か

り

く

ひ

あ

し

き

や

ぷ

、

た

わ

す

な

お

小
竹
の
苅
杖
に
、
足
排
り
破
れ
ど
も
、
其
の
痛
み
を
忘
れ
て
哭
き
追
ひ
き
。
此
の
時
、
歌
ひ
て
曰
は
く
、

浅
小
竹
原
腰
な
づ
む

八
、
白
鳥
翔
天
と
御
葬
歌

ー
ー
表
現
空
間
の
解
読
と
注
釈
I

景
行
記
の
歌
と
散
文

明
治
大
学
教
養
論
集

(II) 

通
巻
五
三
四
号
（
二

0
一
八
・
九
）

―
―
-
|
―
二
三
頁

其
の
后
と
御
子
等
と
、
其
の

（記

34)

那
よ
り
下
の
三
字
は
音
を
以
ゐ
る
。

居

駒

永

幸
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又
、
入
二
其
海
塩
而
、
那
豆
美
此
三
字
但
音
。
行
時
、
歌
日
、

許
斯
那
豆
牟

那
豆
岐
能
多
能
伊
那
賀
良
迩
伊
那
賀
良
迩

【
本
文
】

阿
斯
用
由
久
那

い
さ
よ
ふ

、

そ

ゐ

又
、
飛
び
て
其
の
議
に
居
し
時
、
歌
ひ
て
日
＜
、

浜
つ
千
鳥
浜
よ
は
行
か
ず
磯
伝
ふ

み

な

み

は

ぶ

り

か

れ

い

ま

い

た

す

め

ら

み

こ

と

お

ほ

是
の
四
つ
の
歌
は
、
皆
其
の
御
葬
に
歌
ひ
き
。
故
、
今
に
至
る
ま
で
、
其
の
歌
は
、
天
皇
の
大
御
葬
に
歌
ふ
ぞ
。

か

は

ち

の

く

に

し

き

と

ど

し

づ

ま

故
、
其
の
国
よ
り
飛
び
翔
り
行
き
、
河
内
国
の
志
幾
に
留
ま
り
き
。
故
、
其
地
に
御
陵
を
作
り
て
鎮
め
坐
さ
し
め
き
。

号
け
て
白
鳥
御
陵
と
謂
ふ
。
然
れ
ど
も
、
亦
其
地
よ
り
更
に
天
に
翔
り
て
飛
び
行
き
き
。

於
是
、
坐
レ
倭
后
等
及
御
子
等
、
諸
下
到
而
、
作
二
御
陵
｛
即
旬
二
匈
廻
其
地
之
那
豆
岐
田
一

そ

ら

ゆ

あ

し

ゅ

空
は
行
か
ず
足
よ
行
く
な

ま

た

う

し

ほ

い

又
、
其
の
海
塩
に
入
り
て
、
な
づ
み

う

み

が

ゆ

こ

し

海
処
行
け
ば
腰
な
づ
む

お

ほ

か

は

ら

う

ぐ

さ

大
河
原
の
植
ゑ
草

う
み
が

海
処
は

波
比
母
登
富
呂
布

蘇
良
波
由
賀
受

登
許
呂
豆
良

於
是
、
化
ー
一
八
尋
白
智
鳥
｛
翔
レ
天
而
向
レ
浜
飛
行
。
智
字
以
レ
音
。
年
、
其
后
及
御
子
等
、
於
1

一
其
小
竹
之
苅
杖
へ
雖
1

一
足
琲
破
↓
忘
一
一
其
痛
1

以
哭
追
。
此
時
、
歌
日
、

阿
佐
士
怒
波
良

此
の
三
字
は
音
を
以
ゐ
る
。
行
7

く
時
、
歌
ひ
て
日
＜
、

自
レ
那
下
三
字
以
レ
音
。
而
、
哭
為
レ
歌
曰
、

即
ち
其
の
御
陵
を

（記

37)

（記

36)

（記

35)
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浜
の
千
鳥
は
、
浜
辺
を
行
か
ず
に
磯
伝
い
に
行
く
こ
と
よ
。

て
前
に
進
め
な
い
。

「
退
」
。
卜
部
系
諸
本
に
よ
る
。

(
4
)
底
本
、
「
阿
」
ナ
シ
。
卜
部
系
諸
本
に
よ
る
。

(
5
)
底
本
、
「
波
」
ナ
シ
。
卜
部
系
諸
本
に
よ
る
。

水
に
浸
か
っ
た
泥
田
の
稲
の
茎
に
、
そ
の
稲
の
茎
に
、
這
い
延
び
て
絡
ま
っ
て
い
る
山
芋
の
蔓
よ
。

背
の
低
い
小
竹
の
原
は
、
小
竹
が
腰
に
か
ら
ま
っ
て
歩
き
に
く
い
。
空
は
飛
ん
で
行
け
ず
、
原
を
足
で
歩
い
て
行
く
こ
と
よ
。

海
を
行
く
と
、
腰
ま
で
波
に
浸
か
っ
て
歩
き
に
く
い
。
広
い
河
原
に
生
え
て
い
る
水
草
、
そ
の
水
草
の
よ
う
に
、
海
辺
で
は
ゆ
ら
ゆ
ら
漂
っ

【
現
代
語
訳
】

【
校
異
】

宇
美
賀
由
気
婆

波
麻
都
知
登
理

是
四
歌
者
、
皆
歌
二
其
御
葬
一
也
。
故
、
至
レ
今
其
歌
者
、
歌
一
天
皇
之
大
御
葬
一
也
。

故
、
自
1

一
其
国
一
飛
翔
行
、
留
―
―
河
内
国
之
志
幾
f

故
、
於
二
其
地
1

作
二
御
陵
一
鎮
坐
也
。
即
号
二
其
御
陵
向
匹
白
烏
御
陵
一
也
。
然
、
亦
自
二
其

地
一
更
翔
レ
天
以
飛
行
。

(
l
)
底
本
、
「
制
」
。
鼈
頭
古
事
記
・
訂
正
古
訓
古
事
記
に
よ
る
。

(
2
)
底
本
、
「
是
」
。
卜
部
系
諸
本
に
よ
る
。

(
3
)
底
本
、

又
、
飛
居
二
其
議
一
之
時
、
歌
曰
、

（
う
）

波
麻
用
波
由
迦
受

許
斯
那
豆
牟

伊
蘇
豆
多
布

意
富
迦
婆
良
能
宇
恵
具
佐
宇
美
賀
波
伊
佐
用
布

（記

37)

（記

36)

（記
35)

（記

34)
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這
ひ
廻
ろ
ふ

野
老
蔓

稲
幹
に

稲
幹
に

と
倭
建
命
が
結
び
つ
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

御
陵
延
喜
式
諸
陵
寮
に
「
能
哀
野
墓
日
本
武
諄

に
下
向
し
た
こ
と
を
言
う
。
こ
の
部
分
の
后
・
御
子
た
ち
の
叙
述
は
、

倭
建
命
の
「
崩
一
（
死
）
を
伝
え
る
「
駅
使
」
の
派
遣
を
受
け
て
、
倭
に
い
る
后
た
ち
や
御
子
た
ち
か
能
煩
野

い
の
ち

31
歌
の
一
命
の
ま
た
け
む
人
」
「
髯
華
に
挿
せ

み
取
れ
る
叙
事
と
対
応
す
る
。
倭
建
命
が
思
国
歌
で
思
慕
し
た
人
た
ち
が
弔
う
の
で
あ
る
。

の
募
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
た
た
し
、
こ
れ
は
明
治
十
二
年
、
宮
内
省
に
よ
る
治
定
で
あ
る
。
こ
の
古
墳
は
全
長
約
九

0
メ
ー
ト
ル
の
前
方

後
円
墳
で
、
四
世
紀
末
の
築
造
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
位
置
は
畿
内
周
辺
地
域
の
勢
力
が
濃
尾
地
方
に
進
展
す
る
ル
ー
ト
上
に
当
た
る

と
い
う
。
倭
建
命
の
人
物
像
が
皇
族
将
軍
の
複
合
し
た
イ
メ
ー
ジ
だ
と
す
れ
ば
、
倭
王
権
に
よ
る
東
国
進
出
と
い
う
記
憶
の
中
て
、
能
褒
野

な
づ
き
の
田
の

「
な
づ
き
」
は
動
詞
ナ
ヅ
ク
の
名
詞
形
。
新
撰
字
鏡
に
「
湿
潰
也
漸
浮
也
清
也
奈
津
久
又
比
太
須
又
宇

ふ

け

だ

留
保
須
也
」
と
あ
る
。
「
な
づ
き
の
田
一
は
水
に
浸
か
っ
た
泥
田
の
こ
と
。
足
を
と
ら
れ
て
も
が
く
様
を
表
す
。
記
紀
歌
謡
評
釈
は
一
深
田
」

と
す
る
e

「
海
石
に
振
れ
立
つ
な
づ
の
木
」
（
記
74)
の
「
な
づ
」
は
海
水
に
ひ
た
っ
て
漂
う
木
の
意
で
あ
る
。
記
博
は
「
靡
附
た
る
田
」

で
御
陵
の
周
囲
の
田
と
す
る
。
古
代
歌
謡
全
注
釈
・
古
事
記
編
も
類
緊
名
義
抄
の
一
脇
ナ
ツ
キ
」
を
引
い
て
御
陵
の
か
た
わ
ら
の
田
の
意
と

し
、
野
老
は
山
地
の
も
の
ゆ
え
水
田
で
は
な
く
、
「
陸
田
」
一
県
」
で
あ
ろ
う
と
す
る
の
は
、
后
・
御
子
た
ち
の
難
渋
す
る
所
作
と
い
う
歌
の

叙
事
を
見
な
い
実
体
的
解
釈
で
あ
る
。
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
出
雲
国
風
士
記
・
出
雲
郡
の
一
脳
儀
」
「
脳
島
」
も
海
水
に
ひ
た

る
意
で
通
じ
る
。
散
文
で
は
一
那
豆
岐
田
」
が
歌
の
音
仮
名
と
同
じ
表
記
で
、
歌
に
基
づ
く
記
述
と
な
っ
て
い
る
C

イ
ナ
ガ
ラ
は
稲
の
茎
゜

H
本
轡
紀
・
神
代
上
の
「
粟
堕
一
に
古
訓
ア
ハ
ガ
ラ
か
あ
り
、
俊
名
類
衆
抄
に
は
一
租
牟
岐
加
良
麦
昭
也
i

と
あ
る
。

厚
顔
抄
は
一
蔓
廻
」
「
野
老
葛
」
と
し
、
「
稲
ニ
ハ
ヒ
マ
ハ
リ
タ
ル
野
老
ノ
ツ
ル
ノ
如
ク
、
悲
シ
ミ
ニ
堪
ス
シ
テ
ハ

倭
に
坐
す
后
等
と
御
子
等

【
語
釈
】

在
伊
勢
国
鈴
鹿
郡
二
と
あ
る
。
現
在
、
三
重
県
亀
山
市
の
能
褒
野
王
塚
古
墳
が
そ

そ
の
子
一
か
ら
読
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八
尋
白
ち
鳥
に
化
り
て

ヒ
臥
タ
マ
フ
事
ヲ
喩
ヘ
タ
マ
フ
一
と
解
す
る
。
「
野
老
」
は
山
芋
の
一
種
。
倭
名
類
緊
抄
に
は
「
蘇
」
を
「
土
古
呂
」
と
訓
み
、
漢
語
抄
に

と

こ

ろ

づ

ら

と

こ

と

こ

ろ

づ

ら

「
野
老
」
と
も
書
く
こ
と
を
記
す
。
万
葉
歌
の
「
冬
薯
預
葛
い
や
常
し
く
に
」

(
7
.
―
―
―
―
―
―
―
-
）
は
ト
コ
を
起
こ
す
序
、
「
冬
毅
預
都
良

尋
め
行
き
け
れ
ば
」

(
9
．
一
八

0
九
）
は
ト
メ
ユ
ク
の
枕
詞
で
あ
っ
て
修
辞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
ト
コ
ロ
は
長
い
蔓
を
辿
っ
て
根
茎
を

掘
り
、
苦
み
の
少
な
い
冬
に
食
す
る
こ
と
か
ら
、
「
冬
」
字
を
用
い
る
。
「
這
ひ
廻
ろ
ふ
」
は
他
に
絡
み
つ
く
ト
コ
ロ
の
植
物
生
態
を
言
う
表

現
で
あ
る
か
、
山
地
性
の
ト
コ
ロ
が
水
田
の
稲
茎
に
絡
み
つ
く
こ
と
は
な
い
と
す
る
指
摘
は
妥
当
で
な
い
c

「
な
づ
き
の
田
」
と
「
這
ひ
廻

ろ
ふ
」
は
后
・
御
子
た
ち
が
倭
建
命
の
直
身
に
会
え
ず
に
悲
嘆
し
、
そ
れ
で
も
会
お
う
と
し
て
難
渋
す
る
行
為
を
暗
示
す
る
。
そ
の
行
為
は
、

万
葉
集
の
高
市
皇
子
殖
宮
挽
歌
に
「
…
…
大
殿
を
振
り
放
け
見
つ
つ
鶉
な
す
い
這
ひ
も
と
ほ
り
侍
へ
と
…
…
」

(
2
．
一
九
九
）

と
あ
り
、
従
者
た
ち
が
亡
き
皇
子
の
宮
殿
を
這
い
回
っ
て
戸
惑
う
様
子
に
通
じ
る
。
古
事
記
注
釈
は
こ
の
部
分
を
哀
哭
の
歿
宮
儀
礼
に
お
け

る
祭
式
的
所
作
と
見
る
が
、
新
編
全
集
古
事
記
で
は
陵
墓
を
作
る
と
あ
る
か
ら
当
ら
な
い
と
す
る
。
后
・
御
子
た
ち
が
御
陵
の
地
の
泥
田
に

這
い
回
っ
て
泣
く
と
い
う
散
文
は
、
歌
詞
の
音
仮
名
表
記
「
那
豆
岐
」
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
歌
か
ら
読

み
取
れ
る
叙
事
に
甚
づ
く
叙
述
で
あ
る
。
古
代
歌
謡
全
注
釈
・
古
事
記
編
を
は
じ
め
と
す
る
恋
の
民
謡
説
は
疑
問
と
言
う
ほ
か
な
い
。

か
一
尋
た
が
、
こ
の
「
八
尋
」
は
実
数
で
は
な
く
、
大
き
く
て
聖
な
る
存
在
を
表
す
。
景
行
紀
に
一

H
本
武
尊
化
1

一
白
鳥
↓
従
レ
陵
出
之
、

指
倭
国
而
飛
之
」
、
仲
哀
紀
に
一
父
王
既
崩
之
。
乃
神
霊
化
ー
ー
白
鳥
命
皿
上
レ
天
」
と
あ
る
。
岩
波
古
典
大
系
古
事
記
は
「
白
チ
鳥
は
、
白
い

千
烏
の
意
か
。
チ
は
格
助
詞
ツ
の
転
音
で
白
ツ
烏
即
ち
白
鳥
の
意
か
明
ら
か
で
な
い
」
と
す
る
が
、
記
博
が
「
波
麻
都
知
登
理
と
よ
み
給
ヘ

る
斑
に
つ
き
て
、
推
て
此
白
烏
を
白
智
烏
と
呼
る
」
と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
第
四
歌
（
記
37)
に
よ
る
記
述
と
見
て
よ
い
。
こ
の
世
な
ら
ざ

る
鳥
、
す
な
わ
ち
神
霊
の
姿
で
あ
る
。
古
事
記
の
「
化
」
は
上
巻
に
一
一
例
、
中
巻
に
六
例
あ
り
、
す
べ
て
神
あ
る
い
は
神
霊
の
変
身
に
用
い

ら
れ
る
。

大
き
な
白
い
千
烏
に
変
身
し
て
、

の
意
。
そ
の
烏
を
倭
建
命
の
魂
の
姿
と
見
な
し
て
い
る
。
両
手
を
広
げ
た
長
さ
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空
は
行
か
ず

み

い
か
な
る
や

浅
小
竹
原

腰
な
づ
む

腰
な
づ
む
」
の
叙
事
を
断
足
の
刑
に
擬
え
て
解

あ

ふ

み

や

ば

せ

し

の

小
竹
の
苅
代
に
、
足
誹
り
「
小
竹
」
は
歌
詞
の
シ
ノ
ハ
ラ
に
よ
っ
て
シ
ノ
と
訓
む
。
万
葉
歌
に
「
近
江
の
や
矢
橋
の
小
竹
を
矢
は
が
ず
て
」

へ

を

つ

き

も

と

し

の

(
7
．
一
三
五

0
)
「
池
の
辺
の
小
槻
が
下
の
細
竹
な
刈
り
そ
ね
」

(
7
.
―
二
七
六
）
と
あ
っ
て
「
小
竹
」
「
細
竹
」
と
表
記
さ
れ
、
新
撰
字

鏡
に
「
築
竹
也
細
竹
也
篠
也
志
乃
又
保
曽
竹
」
、
倭
名
類
衷
抄
に
「
篠
和
名
之
乃
一
云
佐
々
俗
用
―
―
小
竹
細
叩
之
佐
夕
細
細
竹
也
一
と
あ
る
。
「
篠
」

の
字
も
用
い
、
サ
サ
と
も
呼
ば
れ
た
。
『
萬
葉
植
物
新
考
』
に
よ
れ
ば
、
約
三
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
ネ
ザ
サ
を
中
心
に
ヤ
ダ
ケ
の
類
も
シ
ノ

と
呼
ん
で
い
た
ら
し
い
。
「
刈
代
」
は
刈
り
取
っ
た
後
の
切
株
。
「
誹
」
は
、
お
う
ふ
う
古
事
記
（
修
訂
版
）
に
爾
雅
の
釈
言
「
跳
、
削
也
」

の
郭
瑛
注
に
あ
る
「
断
足
也
」
を
引
い
て
、
刑
の
一
種
で
あ
る
「
排
」
を
用
い
る
の
は
断
足
の
刑
に
匹
敵
す
る
苦
痛
を
表
す
と
す
る
。
古
事

記
注
釈
は
そ
う
し
た
字
義
と
の
関
わ
り
を
否
定
す
る
が
、
こ
の
散
文
は
歌
詞
「
浅
小
竹
原

釈
し
た
と
見
ら
れ
る
。
「
其
の
痛
み
を
忘
れ
て
」
は
白
ち
鳥
（
倭
建
命
の
魂
）
を
追
い
行
く
后
・
御
子
た
ち
の
苦
痛
の
大
き
さ
を
表
す
。

「
浅
小
竹
原
」
は
背
の
低
い
小
竹
の
原
。
ナ
ヅ
ム
は
類
漿
名
義
抄
に
「
泥
ナ
ヅ
ム
ト
ド
コ
ホ
ル
」
「
阻
ナ
ヅ
ム
ト
ド
ム

み
や
け

ハ
パ
ム
ナ
ヤ
ム
」
と
あ
り
、
腰
が
ひ
っ
か
か
っ
て
滞
る
意
。
万
葉
歌
の
「
三
宅
の
原
ゆ
ひ
た
土
に
足
踏
み
貫
き
夏
草
を
腰
に
な
づ

こ

ゆ

ゑ

か

よ

あ

ご

人
の
児
故
そ
通
は
す
我
子
」

(
1
3
•三
二
九
五
）
は
、
切
株
を
踏
ん
で
足
を
傷
つ
け
、
夏
草
に
腰
を
絡
ま
れ
な
が
ら

も
恋
人
の
も
と
に
通
う
息
子
を
う
た
っ
た
歌
だ
が
、
原
の
歩
行
は
難
渋
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
恋
の
通
い
路
の

発
想
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
短
絡
的
に
恋
の
民
謡
と
し
て
散
文
か
ら
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

足
よ
行
く
な

「
空
は
行
か
ず
」
は
空
は
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、

の
意
。
「
足
よ
」
の
ヨ
は
手
段
を
表
し
、
「
行
く
な
」
の
ナ

は
詠
嘆
で
、
足
で
歩
い
て
行
く
こ
と
よ
、
の
意
。
白
ち
鳥
は
空
を
飛
ん
で
い
く
の
に
、
自
分
た
ち
は
浅
小
竹
原
を
難
渋
し
な
が
ら
歩
い
て
行

あ

そ

か

は

ら

い

し

ふ

く
と
嘆
く
。
万
葉
歌
の
「
安
蘇
の
川
原
よ
石
踏
ま
ず
空
ゆ
と
来
ぬ
よ
」

(14
・
ニ
四
二
五
）
は
類
似
す
る
が
、
こ
ち
ら
は
川
原
を
歩
か
ず
に

空
を
飛
ん
で
き
た
よ
と
、

一
刻
も
早
く
逢
い
た
い
気
持
ち
を
う
た
う
。
「
空
は
行
か
ず
」
の
歌
詞
が
白
ち
烏
と
な
っ
て
一
天
に
翔
り
て
」
と

い
う
散
文
叙
述
を
生
み
出
す
。
白
ち
鳥
を
難
渋
し
な
が
ら
追
い
行
く
后
・
御
子
た
ち
の
所
作
に
意
味
が
あ
る
（
解
説
参
照
）
。
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浜
よ
は
行
か
ず
磯
伝
ふ

浜
つ
千
鳥

様
子
は
水
草
の
よ
う
に
「
い
さ
よ
ふ
」
所
作
と
も
表
現
さ
れ
る
。

海
処
は

い
さ
よ
ふ

ウ
ミ
ガ
は
海
の
場
所
を
表
す
。
記
偲
は
「
陸
に
封
ひ
て
、
海
を
宇
美
賀
と
は
云
な
り
。
共
に
賀
は
、
慮
の
意
」

海
処
行
け
ば

ス

ミ

カ

で
、
住
所
な
ど
の
力
と
同
じ
と
す
る
。
「
腰
な
づ
む
」
は
腰
が
海
水
に
浸
か
っ
て
進
ま
な
い
状
態
を
言
う
。
こ
の
歌
詞
に
よ
っ
て
「
海
塩
に

「
大
河
原
」
は
川
の
ほ
と
り
で
は
な
く
、
大
き
な
川
の
水
面
や
水
中
を
指
す
。
大
海
原
と
同
じ
言
い
方
。
「
植
ゑ
草
」

ウ

エ

グ

サ

イ

サ

ヨ

フ

は
人
が
植
え
る
草
で
は
な
く
、
自
然
に
生
え
て
い
る
水
草
の
こ
と
。
記
博
は
「
此
二
句
は
、
醤
に
て
、
大
河
原
の
殖
草
の
如
く
伊
佐
用
布
と

つ
ゞ
く
意
」
と
す
る
。

水
草
の
よ
う
に
漂
っ
て
進
ま
な
い
意
。
イ
サ
ヨ
フ
は
月
・
雲
・
波
に
用
い
て
漂
う
意
を
表
す
。
一
山
の
際
に
い
さ
よ

ふ
雲
」
(
3
•
四
二
八
）
「
山
の
端
に
い
さ
よ
ふ
月
」

(
6
·
I
0
0八
）
な
ど
、
万
葉
歌
の
例
が
あ
る
。
后
・
御
子
た
ち
が
海
で
「
な
づ
む
」

チ
ト
リ
は
多
く
の
鳥
と
水
辺
に
棲
む
チ
ド
リ
科
の
鳥
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
浜
辺
を
歩
き
回
る
千
鳥
を
指
す
。
万

葉
歌
に
詠
ま
れ
た
佐
保
川
の
千
烏
は
イ
カ
ル
チ
ド
リ
の
よ
う
で
あ
る
が
（
東
光
治
『
萬
薬
動
物
考
・
続
編
』
）
、
河
口
か
ら
海
浜
に
生
息
し
、

ね
．

u
こ

あ

た

は

ま

ち

ど

り

お
き

H
本
書
紀
に
「
沖
つ
藻
は
辺
に
は
寄
れ
ど
も
さ
寝
床
も
与
は
ぬ
か
も
よ
浜
つ
千
鳥
よ
」
（
紀

普
通
に
見
ら
れ
る
の
は
シ
ロ
チ
ド
リ
で
あ
る
。

4
)
の
例
が
あ
る
。
歌
詞
の
「
知
登
利
」
に
基
づ
い
て
散
文
の
「
白
智
鳥
」
が
生
み
出
さ
れ
た
。

「
浜
よ
」
の
ヨ
は
動
作
の
通
過
・
経
由
す
る
場
所
を
表
す
格
助
詞
。

の
歌
に
ナ
ヅ
ム
の
語
は
な
い
が
、
前
の
ナ
ヅ
ム
の
歌
二
首
（
記
35
、

大
河
原
の

植
ゑ
草

入
り
て
、
な
づ
み
行
き
し
時
」
の
散
文
が
叙
述
さ
れ
る
。

腰
な
づ
む

ヨ
リ
の
古
形
。
浜
は
海
岸
の
砂
地
、
磯
は

岩
場
で
海
岸
と
は
限
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
海
辺
の
岩
の
多
い
波
打
ち
際
を
指
す
。
新
撰
字
鏡
に
「
淵
水
澄
也
波
万
又
伊
曽
」
「
潰
水
涯
也
水

支
波
又
伊
曽
又
波
万
」
と
あ
り
、
水
辺
の
二
様
を
指
す
語
と
し
て
浜
と
碕
が
あ
っ
た
。
そ
の
二
語
を
対
照
的
に
示
し
、
浜
の
千
烏
が
歩
き
や
す

い
浜
辺
を
行
か
な
い
で
、
歩
行
し
難
い
岩
場
を
行
く
こ
と
だ
と
、
白
ち
鳥
を
確
伝
い
に
難
渋
し
な
が
ら
追
い
行
く
行
為
が
う
た
わ
れ
る
。
こ

36)
と
同
じ
く
難
渋
す
る
様
の
表
現
て
一
貫
す
る
。
磯
は
そ
の
先
が
海
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陵
の
名
は
な
く
、

白
鳥
御
陵

に
留
ま
っ
た
こ
と
を
記
す
が
、
古
事
記
で
は
大
和
国
を
素
通
り
す
る
。
こ
れ
は
大
和
国
を
思
癌
す
る
思
国
歌
と
照
応
し
な
い
。
こ
の
点
に
つ

い
て
、
「
天
皇
の
世
界
か
ら
離
れ
た
倭
建
命
を
象
徴
し
て
い
る
一
（
新
編
全
集
古
事
記
）
と
す
る
見
方
が
あ
る
。
白
ち
烏
の
飛
翔
は
白
烏
御
陵

の
造
営
を
語
る
文
脈
と
し
て
あ
る
。
大
和
国
の
外
部
に
あ
っ
て
天
皇
の
宮
が
あ
る
大
和
国
を
守
護
す
る
と
い
う
意
識
と
も
考
え
ら
れ
る
。

白
烏
陵
の
所
在
地
は
羽
曳
野
市
軽
里
。
景
行
紀
で
は
能
褒
野
陵
か
ら
白
鳥
が
飛
び
出
て
倭
の
琴
弾
原
、
河
内
の
古
市
邑
に
留
ま
っ

て
陵
を
造
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

河
内
国
の
志
幾

天
皇
の
大
御
葬
に
歌
ふ
ぞ

魂
が
他
界
に
鎮
ま
る
こ
と
を
記
述
す
る
意
味
が
あ
っ
た
。

皆
其
の
御
葬
に
歌
ひ
き

原
で
、
后
・
御
子
た
ち
が
も
う
追
い
か
け
ら
れ
な
い
場
所
と
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
四
首
の
歌
（
記
3
4
S
3
7
)
は
倭
建
命
の
「
御
葬
」
す
な
わ
ち
埋
葬
を
中
心
と
す
る
葬
送
の
時
に
う
た
わ
れ
た

と
記
す
。
そ
れ
に
対
し
て
古
代
歌
謡
全
注
釈
・
古
事
記
編
は
、
御
陵
に
葬
っ
た
後
の
歌
を
葬
送
の
歌
と
す
る
の
は
矛
盾
だ
と
指
摘
す
る
。
新

編
全
集
古
事
記
は
「
こ
こ
は
、
あ
ら
た
め
て
河
内
国
の
御
陵
に
葬
す
る
時
に
歌
わ
れ
た
と
受
け
取
る
べ
き
も
の
」
と
解
す
る
。
し
か
し
、
四

首
の
歌
の
後
に
「
そ
の
国
（
伊
勢
国
）
よ
り
飛
び
翔
り
」
て
河
内
国
に
留
ま
る
と
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
倭
建
命
の
能
褒
野
墓
埋
葬
か
ら
御

霊
（
白
ち
鳥
）
を
追
い
行
く
と
こ
ろ
ま
で
が
一
其
の
御
葬
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
后
・
御
子
た
ち
の
追
い
行
く
行
為
に
よ
っ
て
倭
建
命
の

四
首
の
歌
が
後
の
天
皇
の
葬
儀
で
う
た
わ
れ
る
由
来
を
記
す
。
大
御
葬
歌
と
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
歌
曲
名

の
書
き
方
で
は
な
い
。
記
博
は
こ
の
四
首
が
う
た
わ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
、
倭
建
命
は
「
天
皇
に
准
奉
る
」
だ
け
で
な
く
、
大
功
を
立
て
て

ス

グ

カ

ナ

シ

旅
中
に
死
し
、
白
鳥
と
化
す
な
ど
尋
常
で
は
な
い
か
ら
だ
と
し
、
こ
れ
ら
の
歌
は
「
殊
に
優
れ
て
悲
哀
さ
の
甚
深
き
」
と
述
べ
て
い
る
。
＞
と

こ
ろ
が
、
こ
の
四
首
は
日
本
書
紀
に
な
い
。
天
皇
葬
歌
の
起
源
を
倭
建
命
に
求
め
る
点
に
古
事
記
の
意
図
が
う
か
が
わ
れ
る
。

倭
名
類
緊
抄
に
河
内
国
志
紀
郡
志
紀
郷
と
あ
る
。
大
阪
府
柏
原
市
周
辺
。
景
行
紀
四
十
年
是
歳
に
は
白
鳥
が
倭
の
琴
弾
原

そ
の
三
陵
を
白
鳥
陵
と
称
す
る
。
続
日
本
紀
の
和
銅
二
年
八
月
条
に
は
「
震
1

一
倭
建
命
墓
―
」
と
あ
っ
て
白
鳥

い
ず
れ
の
御
陵
と
も
決
め
か
た
い
。
河
内
国
志
幾
の
倭
建
命
墓
が
古
事
記
で
は
歌
に
よ
る
物
語
化
に
よ
っ
て
白
鳥
御
陵
と
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見
方
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
本
来
は
独
立
の
歌
謡
と
す
る
立
場
で
あ
る
。

【
解
説
】

こ
の
一
天
l

は
単
に
上
空
の
意
で
は
な
い
。
白
ち
鳥
は
地
上
と
は
異
な
る
空
間
に
飛
び
去
っ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
れ
は

景
行
紀
の
「
然
遂
上
レ
天
」
と
も
呼
応
す
る
。
后
・
御
子
た
ち
の
追
い
行
く
行
為
に
よ
っ
て
、
最
後
に
倭
建
命
の
魂
が
天
上
他
界
に
鎮
ま
っ

た
こ
と
を
叙
述
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
文
に
、
白
ち
鳥
を
め
ぐ
る
歌
と
散
文
に
よ
っ
て
何
を
語
る
の
か
と
い
う
古
事
記
の
意
図
が
端
的
に

示
さ
れ
る
。

大
御
葬
の
歌
四
首
の
実
体
に
つ
い
て
は
、
早
く
に
童
謡
説
（
高
木
市
之
助
『
吉
野
の
鮎
』
昭
和
16
年
）
が
あ
り
、

そ
の
後
、
歌
垣
で
う
た

わ
れ
た
恋
の
民
謡
を
天
皇
葬
歌
に
転
用
し
た
と
す
る
見
解
（
土
橋
寛
「
古
代
民
謡
解
釈
の
方
法
」
『
立
命
館
文
学
」
一
昭
和
26
年
2
月
、
「
倭
建

命
御
葬
歌
の
原
歌
」
『
説
林
』
昭
和
26
年
5
月
）
が
出
さ
れ
た
。
恋
の
通
い
路
を
う
た
う
民
謡
（
吾
郷
寅
之
進
「
倭
建
命
御
葬
歌
の
原
義
一
・

二
」
『
国
学
院
雑
誌
』
昭
和
4
1
年
2
月
、

3
月
）
と
す
る
の
も
そ
れ
に
近
い
。
そ
の
他
、
農
業
祭
に
関
わ
る
呪
歌
（
吉
井
巌
「
倭
建
物
語
と

呪
歌
」
『
国
語
国
文
』
昭
和
33
年
1
0
月
）
や
民
衆
の
労
働
歌
（
神
堀
忍
「
歌
謡
の
転
用
」
関
西
大
学
『
国
文
学
』
昭
和
34
年
7
月
）
と
い
う

こ
の
う
ち
有
力
な
の
は
恋
の
民
謡
説
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
な
ぜ
倭
建
命
の
死
を
う
た
う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
古
代

歌
謡
全
注
釈
・
古
事
記
編
は
「
物
語
述
作
者
は
、
多
く
の
歌
垣
の
歌
の
中
か
ら
あ
の
四
首
を
選
ん
で
霊
魂
鳥
の
物
語
を
述
作
し
た
」
と
説
明

し
た
。
し
か
し
、
倭
建
命
の
死
に
無
関
係
の
、
し
か
も
恋
の
民
謡
を
結
び
つ
け
る
創
作
が
果
た
し
て
あ
り
得
た
の
か
ど
う
か
、
き
わ
め
て
疑

問
で
あ
る
。
こ
の
四
首
は
倭
建
命
の
死
を
う
た
う
葬
歌
と
し
て
成
立
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

日
本
古
代
に
葬
歌
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
の
世
界
』
）
。
し
か
し
、
記
・
紀
や
万
葉
集
に
例
が
な
い
か
ら
と
言
っ

更
に
天
に
翔
り
て

名
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。



明治大学教淮論集 通巻534号 (2018・9) 120 

て
そ
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
死
を
穣
れ
と
し
て
忌
む
古
代
的
観
念
か
ら
す
れ
ば
、
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
可
能
性

か
高
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
四
首
は
古
代
葬
歌
の
希
少
な
例
と
．
．
1
E

え
る
C

そ
れ
ら
は
死
者
の
魂
を
追
い
行
く
表
現
て
あ
り
、
他
界
へ
の
鎮
ま
り

を
う
た
う
歌
で
あ
っ
た
。

そ
で
か

こ
の
表
現
は
ガ
葉
挽
歌
の
i

様
式
に
も
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
柿
本
人
麻
呂
の
河
島
皇
子
挽
歌
に
「
袖
交
へ
し
君

4

{

 ．．
 
＂』

過
ぎ
行
く
ま
た
も
逢
は
め
や
も
一

(
2
．
一
九
五
）
、
同
じ
く
泣
血
哀
慟
歌
に
「
羽
易
の
山
に
我
が
恋
ふ
る
妹
は
い
ま
す
と

ヽ
，
．
む

岩
根
さ
く
み
て
な
づ
み
来
し
」

(
2
.
――

-
0
)
と
あ
る
の
は
、
亡
き
近
親
者
に
逢
お
う
と
し
て
追
い
行
き
、
し
か
し
逢
え
な
い

こ
と
に
よ
り
、
他
界
へ
の
鎮
ま
り
を
確
か
め
る
の
て
あ
る
。
こ
の
挽
歌
表
現
は
古
代
的
世
界
観
に
基
づ
く
も
の
て
あ
り
、
葬
歌
か
ら
の
つ
な

倭
建
命
の
葬
歌
に
も
ど
る
か
、
こ
の
四
首
は
「
場
所
ナ
な
づ
む
l

と
い
う
構
造
を
も
つ
。
歌
の
配
樹
で
言
え
ば
、
「
な
づ
き
田
」
一
浅
小
竹

原
」
「
海
処
l

「
碩
」
と
い
う
よ
う
に
、
境
界
に
接
す
る
場
所
か
う
た
わ
れ
て
い
る
。
他
界
と
つ
な
か
っ
て
い
る
場
所
、
あ
る
い
は
他
界
に
近

づ
い
て
い
く
場
所
と
言
っ
て
も
よ
い
。
そ
の
よ
う
な
境
界
の
場
所
に
お
い
て
追
い
行
く
者
た
ち
の
な
づ
む
所
作
か
う
た
わ
れ
る
。
四
首
目
の

一
確
伝
ふ
」
も
な
づ
む
行
為
と
見
な
し
て
よ
い
。
そ
れ
ら
は
倭
建
命
の
死
を
悲
し
む
后
・
御
子
た
ち
の
姿
で
あ
り
、

最
初
の
「
な
づ
き
田
」
か
ら
次
の
「
浅
小
竹
原
」

後
の
「
碩
」
は
人
間
の
住
む
領
域
か
ら
遠
ざ
か
り
、
他
界
と
つ
な
か
る
空
間
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
に
う
た
わ
れ
た
境
界
の
場

所
は
、
人
間
世
界
か
ら
他
界
へ
向
か
う
道
筋
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
他
界
と
の
境
界
ゆ
え
に
、
死
者
を
追
い
行
く
者
は
行
き
な
づ

む
の
で
あ
る
。

ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

か
り
と
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

え
ば

人
の
言

二
首
目
か
ら
は
倭
建
命

へ
、
そ
の
移
動
は
人
間
世
界
か
ら
離
れ
て
い
く
こ
と
を
表
す
。
さ
ら
に
一
海
処
―
と
最

そ
れ
は
死
者
を
他
界
へ
と
送
り
遣
る
行
為
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
死
者
は
こ
の
世
と
の
境
界
を
越
え
て
他
界
へ
と
送
り
鋲
め

の
化
身
て
あ
る
白
ち
烏
を
追
い
行
く
行
為
と
し
て
う
た
わ
れ
る
。

た
ま
ゼ

t

ャ
垂
の

を

ち

の

越
智
野
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法
を
と
っ
て
い
る
。

王
権
の
側
か
ら
鎮
魂
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

境
界
の
場
所
は
后
・
御
子
た
ち
が
倭
建
命
の
魂
で
あ
る
白
ち
烏
を
追
い
行
く
道
筋
て
あ
る
C

そ
れ
は
同
時
に
、
死
者
自
身
が
そ
れ
ら
の
場

所
を
た
ど
っ
て
他
界
へ
と
去
る
様
子
を
う
た
っ
て
い
る
こ
と
に
も
な
る
。
死
者
か
他
界
へ
去
る
こ
と
と
近
親
者
か
死
者
を
送
り
鎮
め
る
こ
と

が
重
な
り
合
っ
て
い
る
。
倭
建
命
の
大
御
葬
歌
は
、
倭
建
命
の
魂
が
境
界
を
越
え
て
他
界
へ
去
る
こ
と
を
う
た
う
の
で
あ
る
。
境
界
の
場
所

は
呪
的
な
意
味
を
も
つ
が
、

そ
れ
を
う
た
う
歌
の
呪
力
に
よ
っ
て
、
征
討
の
帰
途
に
死
す
と
い
う
特
別
な
位
置
に
あ
る
倭
建
命
が
大
和
国
の

倭
建
命
の
死
が
こ
れ
ら
の
四
首
の
歌
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
れ
ら
は
倭
建
命
の
死
と
鎮
魂
を
う
た
う
葬

歌
と
し
て
成
立
し
た
。
倭
建
命
の
魂
が
白
ち
鳥
と
化
し
、
天
に
翔
り
去
っ
て
行
く
と
い
う
散
文
叙
述
は
、
円
首
の
歌
の
叙
事
に
よ
っ
て
生
成

し
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
歌
の
叙
事
の
理
解
に
お
い
て
白
烏
翔
天
の
物
語
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

九
、
景
行
記
の
歌
と
散
文

景
行
記
に
景
行
天
皇
の
目
立
っ
た
事
績
は
な
い
。
美
濃
国
の
姉
妹
を
召
し
上
げ
る
た
め
に
大
碓
命
を
派
遣
さ
せ
る
話
、
食
事
に
出
て
こ
な

い
大
碓
命
に
対
し
て
弟
の
小
碓
命
（
後
の
倭
建
命
）
に
教
え
諭
さ
せ
る
話
、
兄
を
残
虐
に
殺
し
た
小
碓
命
を
恐
れ
て
熊
曽
建
征
討
を
命
じ
る

話
、
倭
建
命
に
東
方
十
二
道
の
征
討
を
命
じ
る
話
に
登
場
す
る
の
み
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
景
行
記
は
倭
建
命
に
一
元
化
す
る
歴
史
叙
述
の
方

古
事
記
全
体
か
ら
見
る
と
、
景
行
記
は
崇
神
記
と
と
も
に
天
皇
支
配
の
版
図
拡
大
と
そ
の
確
定
と
い
う
位
置
に
あ
る
C

崇
神
記
で
は
一
云
一
皇

子
の
地
方
派
遣
で
あ
っ
た
も
の
か
景
行
記
で
は
複
数
の
皇
族
将
軍
に
よ
る
征
討
を
倭
建
命
に
集
約
し
た
形
で
あ
る
o

日
本
書
紀
で
は
西
征
の

景
行
天
皇
と
東
征
の
日
本
武
尊
に
二
分
さ
れ
る
が
、
古
事
記
で
は
倭
建
命
一
人
の
英
雄
的
な
活
躍
と
し
て
記
述
す
る
の
で
あ
る
。
倭
建
命
の
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名
辞
か
ら
し
て
大
和
の
勇
者
と
い
う
集
約
的
一
般
名
称
で
あ
る
。
古
事
記
に
は
倭
建
命
の
少
年
時
代
か
ら
英
雄
的
な
死
ま
で
一
代
記
の
ス
タ

見
逃
し
て
な
ら
な
い
の
は
景
行
記
の
冒
頭
に
あ
る
系
譜
記
事
に
、

八
十
王
之
中
、
若
帯
日
子
命
与
倭
建
命
、
亦
、
五
百
木
之
人
日
子
命
、
此
三
王
、
負
二
太
子
之
名
↓

と
明
記
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
系
譜
に
は
三
人
の
内
最
初
に
倭
建
命
の
名
を
挙
げ
、
以
下
、
後
に
成
務
天
皇
と
な
る
若
帯
日
子
命
、
弟
の

五
百
木
之
入
日
子
命
の
順
に
記
さ
れ
る
。
し
か
し
、
天
皇
に
即
位
す
べ
き
三
人
の
中
で
も
っ
と
も
有
力
な
倭
建
命
は
、
天
皇
に
な
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
倭
建
命
は
仲
哀
天
皇
の
父
で
あ
り
、
景
行
記
末
尾
に
載
る
倭
建
命
の
系
譜
は
天
皇
に
匹
敵
す
る
分
量
で
あ
る
。
こ
の
系
譜
記
事

の
事
実
に
つ
い
て
景
行
記
は
明
確
な
意
図
を
も
っ
て
そ
の
経
緯
を
説
く
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
景
行
記
に
お
い
て
倭
建
命
に
焦
点
を

あ
て
て
一
代
記
風
に
、
し
か
も
歌
と
散
文
に
よ
っ
て
劇
的
に
記
述
す
る
理
由
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
倭
建
命
の
系
譜
、
お
よ
び
歌
と
散

文
の
物
語
は
景
行
記
と
成
務
記
の
あ
い
だ
に
あ
る
も
う
―
つ
の
天
皇
記
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
人
の
人
物
に
関
わ
る
歌
と
し
て
は
仁
徳
天
皇
に
次
い
で
多
く
、
死
の
場
面
だ
け
で
八
首
の
歌
に
の
ぽ

る
。
歌
数
を
見
た
だ
け
で
も
天
皇
の
扱
い
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
が
、
そ
の
歌
と
散
文
に
お
い
て
倭
建
命
は
特
別
な
位
置
づ
け
が

な
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
弟
橘
比
売
の
「
さ
ね
さ
し
」
の
歌
（
記

24)
は
、
「
其
の
后
の
歌
ひ
て
日
は
く
」
と
あ
っ
て
、
倭
建
命
は
天
皇
の

立
場
で
后
と
と
も
に
東
征
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
の
入
水
死
は
倭
建
命
の
窮
地
を
救
う
、
ま
さ
に
妹
（
后
）
の
力
を
示
す

も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
解
説
に
述
ぺ
た
よ
う
に
、
「
さ
ね
さ
し
」
の
歌
の
叙
事
は
相
武
国
造
の
征
討
、
弟
橘
比
売
の
入
水
（
走
水
海
の
神

の
鎮
撫
）
、
足
柄
坂
の
神
の
征
討
と
い
う
三
物
語
を
結
び
つ
け
、
そ
こ
に
后
と
の
恋
物
語
を
重
ね
る
も
の
で
あ
っ
た

(
I
)
」
『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
二

0
一
八
年
三
月
）
。
東
征
の
前
半
は
倭
建
命
が
天
皇
の
資
格
で
后
と
と
も
に
和
平
を
実
現
し
て
い
く
。
そ

の
叙
述
の
方
法
は
「
さ
ね
さ
し
」
の
歌
を
軸
に
散
文
を
構
成
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

そ
こ
に
記
さ
れ
た
歌
は
十
五
首
、

イ
ル
で
書
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
「
景
行
記
の
歌
と
散
文
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古
事
記
に
は
明
確
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

御
子 東

征
の
後
半
に
は
景
行
記
の
意
図
を
明
示
す
る
歌
語
が
出
て
く
る
。
「
高
光
る

（
い
こ
ま
・
な
が
ゆ
き

日
の
御
子
」
「
や
す
み
し
し

日
の

あ
る
。
こ
れ
は
尾
張
で
の
祝
婚
の
場
で
美
夜
受
比
売
が
倭
建
命
に
答
え
た
歌
で
あ
っ
た
。
古
事
記
は
二
つ
の
称
句
を
倭
建
命
に
対
し
て
最
初

に
用
い
て
い
る
。
こ
の
称
句
は
天
照
大
御
神
の
子
孫
と
し
て
の
「
日
の
御
子
」
と
国
土
の
八
隅
ま
で
統
べ
治
め
る
「
大
君
」
と
い
う
天
皇
像

が
倭
建
命
を
起
源
と
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
古
事
記
は
明
ら
か
に
倭
建
命
に
天
皇
像
の
始
祖
的
な
位
置
を
与
え
て
い
る
。

景
行
記
の
歌
と
散
文
に
示
さ
れ
た
古
事
記
の
意
図
は
、
先
に
述
べ
た
倭
建
命
の
特
異
な
位
置
と
符
合
す
る
。
倭
建
命
が
一
―
一
人
の
太
子
の
一

つ
ま
り
日
継
の
御
子
で
あ
り
な
が
ら
天
皇
に
即
位
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、

そ
の
系
譜
が
子
の
仲
哀
を
経
て
中
巻
最
後
の
応
神
、
下
巻
最

初
の
仁
徳
へ
と
続
い
て
い
く
こ
と
、
こ
の
特
異
性
の
説
明
を
古
事
記
は
必
要
と
し
た
。
倭
建
命
が
后
と
と
も
に
東
征
を
す
る
天
皇
像
と
結
び

つ
く
の
は
「
さ
ね
さ
し
」
の
歌
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
古
事
記
は
「
さ
ね
な
し
」
の
歌
を
通
し
て
倭
建
命
を
天
皇
と
同
等
に
記
述
す
る
の
で

あ
る
。
天
皇
統
治
の
版
図
を
確
定
し
、
仲
哀
以
下
の
天
皇
の
始
祖
的
な
位
置
に
立
つ
倭
建
命
の
存
在
を
明
示
す
る
の
も
、
「
高
光
る

や
す
み
し
し

我
が
大
君
」
の
歌
で
あ
っ
た
。
倭
建
命
系
譜
の
特
異
性
を
景
行
記
の
歌
と
散
文
に
お
い
て
説
明
す
る
と
い
う
意
図
が

そ
れ
は
景
行
記
に
一
貫
し
て
い
て
、
「
嬢
子
の
」
の
歌
（
記
33)
を
う
た
い
終
わ
っ
て
死
を
迎
え
た
時
の
「
崩
」
は
天
皇
に
の
み
用
い
る

字
で
あ
っ
た
。
そ
の
崩
後
、
后
・
御
子
た
ち
が
作
っ
た
の
も
天
皇
に
用
い
る
「
御
陵
」
で
あ
る
。
「
崩
」
「
御
陵
」
の
用
字
意
識
は
そ
の
ま
ま

大
御
葬
の
歌
（
記
3
4
S
3
7
)
に
も
続
く
。
倭
建
命
の
葬
歌
は
今
に
至
る
ま
で
天
皇
の
大
葬
で
う
た
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
倭
建
命

を
天
皇
と
同
列
に
扱
う
意
図
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
倭
建
命
に
天
皇
の
始
祖
的
な
位
置
を
認
め
る
意
識
で
あ
る
。
倭
建
命
物
語
の
歌
と
散
文
が

そ
の
系
譜
の
特
異
性
と
対
応
す
る
関
係
で
叙
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。

人、

経
営
学
部
教
授
）

我
が
大
君
」
（
記
28)
で


